
 

荒尾市国民健康保険事業計画に関するパブリックコメントの結果 

 

パブリックコメント実施期間  平成３１年２月２０日から平成３１年３月２０日まで 

いただいたご意見・ご提案   １件（３項目） 

 

No． ご意見・ご提案の内容 市の考え方 

１ P8 グラフ 3 

 この表のみが年代の取り方

がちがう。他の表は上から下

へ、新しい年代が記されてい

ます。統一した方が間違えな

いのではないか。 

 いただいたご意見を参考に、グラフ３の年代の表記を修正しました。 

 

〈修正後の P8グラフ 3 国保軽減世帯数の推移：医療分〉 

 

 

 

 

 

２９年度

２８年度

２７年度

２６年度

２５年度

35.22

35.18

35.26

33.94

33.85

20.48

19.88

19.48

17.62

8.32

13.11

12.89

12.62

12.94

15.96

31.20

32.05

32.64

35.51

41.86

7割軽減 5割軽減 2割軽減 軽減なし （単位：％）



No． ご意見・ご提案の内容 市の考え方 

２ P20 ３（１） 

 医療費の適正化策として、

医師の医療行為の抑制策は出

来ないのか。本人が望まない

治療や食べるほどの投薬がさ

れている面もある。 

 本人・家族と相談の医療行

為を行う体制づくりを望みま

す。 

 医療機関が行う医療行為を保険者として制限することは困難ですが、厚生労働省におい

ても、多剤服用に伴う薬物有害事象のリスクが増加する等の問題（ポリファーマシー）を

重要課題としており、今後、啓発等の取組を強化する必要性を感じているところです。 

 医療費の適正化につきましては、保険医療機関等とも連携し、被保険者の QOL（Quality 

Of Life 生活の質）の向上を意識した取組を進めていきたいと考えております。 

３ P21 （２） 

 保健事業の推進として、健

康体操、筋力体操、ラジオ体

操の活動などを紹介して、医

療費抑制への宣伝・広報の活

動強化を望みます。 

 いただいたご意見を参考に、保健センターをはじめ各関係機関や団体とも連携し、国民

健康保険の被保険者に限らず、全市民を対象とできるような啓発活動を検討し、市民の健

康増進に努めてまいります。 

 


